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雄

七
キ
ャ
ン
プ

の
設
け
ら
れ
た

「
モ
ー
レ
ン

コ
ッ
プ
』
に
常
た
る
。

こ
の
間
の
天
候
は
先
づ
よ
い
方
で
あ
つ

た
。
第
六
・キ
ャ
ン
プ
以
上
は
風
は
つ
よ
い

が
、
晴
れ
て
は
居
た
。
そ
れ
以
下
は

一
面

の
雲
海
に
包
ま
れ
、
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

丈
け
が
、
そ
の
上
に
、
島
の
や
う
に
年
え

て
居
た
。
ジ
ル
バ
ー
ザ
ゥ
テ
ル
ヘ
の
途
中

（
七

一
〇
〇
米
）
に
第
七
キ
ャ
ン
プ
を
設

け
、
七
月
六
ロ
ベ
ヒ
ト
ル
ド
は
病
気
の
人

夫
二
名
と
下

へ
降
つ
た
が
、
残
る
メ
ル
ク

ル
、
ヴ

ェ
ル
ツ
ェ
ン
パ
ハ
、
デ
ィ
ー
ラ
ン

ド

、

ア

ツ

シ

ェ

ン
ブ

レ

ン

ナ

ー

、

シ

ュ
ナ

イ
ダ
ー
及
び
十

一
名
の
人
夫
は
第
八
キ
ャ

ン
プ
に
向
つ
た
。
調
子
は
極
め
て
よ
く
、

一
時
間
二
百
米
の
割
合
で
、
ジ
ル
パ
ー
ザ

ッ
テ
ル
を
こ
え
、
七
九
〇
〇
米
に
迄
達
し

た
、
見
れ
ば
、
彼
等
と
主
峯
と
の
間
に
は

竹
長
さ
九
〇
〇
米
、
高
さ
二
四
〇
米
の
一

の
尾
根
が
横
た
は
つ
て
ゐ
た
が
、
明
日
は

必
ず
頂
上
に
違
し
得
る
と
い
ふ
自
信
と
希

望
に
一
行
は
燃
え
て
第
八
キ
ャ
ン
プ

（
七

六
〇
〇
米
）
に
婦
つ
た
。

し
か
し
、
運
命
は
あ
く
迄
彼
等
に
典
し

な
か
つ
た
。
そ
の
夜
は
風
は
相
憂
ら
ず
張

く
吹
い
た
が
街
晴
れ
て
居
た
。
釜
朝
に
な

つ
て
天
氣
は
一
時
に
急
憂
し
、
ひ
ど
い
吹

彗
と
な
り
、
テ
ン
ト
の
外
で
は
呼
吸
さ
ヘ

困
難
で
あ
つ
た
。
雲
は
殆
ん
ど
水
手
に
降

リ
テ
ン
ト
の
支
社
は
次
々
と
折
れ
て
了
つ

た
。
第
八
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
時
は
難
な
く

穴
を
穿
ち
得
た
フ
ィ
ル
ン
も
、
こ
の
時
に

は
鐵
の
様
に
堅
く
な
つ
て
了
ひ
、
こ
ん
な

李
ら
な
フ
ィ
ル
ン
で
は
穴
を
掘
り
下
げ
る

こ
と
も
で
き
な
か
つ
た
。
八
日
に
な
ら

て

一
九
二
四
年
ド
イ
ツ
の
プ
ン
ガ
パ
ル
バ

ツ
ト
登
攀
除
の
生
残
つ
た

一
人
ベ
ヒ
ト
ル

ド
に
よ
る
そ
の
登
攀
記
録
で
あ
る
。
私
は

先
づ
こ
の
登
攀

の
超
過
を
逃
べ
て
、
紹
介

の
一
部
に
代

へ
よ
う
。

ド
イ
ツ
と
し
て
は
す
で
に

一
九
三
二
年

こ
れ
を
試
登
し
て
居
り
、
今
回
は
第
二
回

の
試
み
で
あ
る
。
第

一
回
試
登
に
参
加
し

た
メ
ル
ク
ル
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
ア
シ
ェ

ン
ブ
レ
ン
ナ
ー
、
ベ
ヒ
ト
ル
ド
の
二
名
そ

の
他
に
、
ド
レ
ク
セ
ル
、
ミ
ュ
ル
リ
ツ
タ

ー
、
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
パ
ハ
、
デ
ィ
ー
ラ
ン

ド
、
ヒ
ェ
ロ
ニ
ム
ス
、
シ
ュ
ナ
イ
ク
ー
、

ベ
ル
ナ
ル
ド
の
十

一
名
を
以
つ
て
登
攀
班

と
し
、
他
に
フ
ィ
ン
ス
テ
ル
ヴ
ァ
ル
デ
ル

レ
ッ
ヒ
ル
、
ミ
ッ
シ
ュ
の
研
究
班
、
イ
ン

ド
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
サ
ー
と

し
て
サ
ン
グ

ス
ア
、
と
フ
ラ
イ
ヤ
の
雨
大

尉
が
参
加
し
た
。

一
九
二
三
年

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
攀
に
輝

か
し
い
偉
功
を
立
て
た
シ
ェ
ル
パ
と
プ
テ

ィ
ア
と
の
指
夫
等
三
十
五
名
も
登
攀
除
に

加
は
り
、
六
百
名
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
ス
リ

ナ
ガ
ー
ル
を
出
資
し
た
の
は
四
月
末
で
あ

る
。
前
回
の
ル
ー
ト
を
辿
つ
て
、
十
七
日

目
印
ち
五
月
十
五
日
に
は
す
で
に
ラ
キ
オ

ツ
ト
氷
河
の
木
端
に
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

．
（
二
九
〇
〇
米
）
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
第
云

第
二
と
つ
ゞ
い
て
キ
ャ
ン
プ

は
前
進
し
た
が
、
そ
の
頃
ま
で
、
す
べ
て

の
條
件
は
順
調
に
進
ん
だ
。
六
月
七
日
に

な
つ
て

一
行

‥
・
‥
の
ド
レ
ク
セ
ル
が
、
肺
炎

に
催
つ
て
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
に
急
死
し
た
た

め
、
登
攀
隊
計
蓋
は
か
な
り
の
飢
齢
を
来

す
こ
と
に
な
つ
た
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
問

に
第
四
キ
ャ
ン
プ
は
着
々
と
準
備
さ
れ
、

漸
く
二
十
二
日
に
な
つ
て
、
メ
ル
ク
ル
、

ベ
ヒ
ト
ル
ド
、
ア
シ
ェ
ン
ブ
レ
ン
ナ
ー
、

ミ
ュ
ル
リ
ツ
タ
ー
、
ヴ

ェ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ヽ

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
前
進
隊
が
第
四
キ
ャ
ン

プ

（
五
九
二
〇
米
）
に
向
ふ
こ
と
が
で
き

た
。
ブ
ィ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
三

日
後
れ
て
出
壺
し
た
。
第
四
キ
ャ
ン
プ
か

ら

一
行
は
、
西
チ
ョ
ン
グ
ラ
ピ
ー
ク
に
登

っ
て
偵
察
す
る
餘
裕
さ

へ
あ
つ
た
。
第
五

キ
ャ
ン
プ
は
ラ
キ
オ
ッ
ト
ピ
ー
ク
ヘ
つ
ゞ

く
最
後
の
急
な
登
り
を
前
に
し
て
設
け
ら

れ

（
六
七
〇
〇
米
）、
七
月
四
日
に
は
、
メ

ル
ク
ル
、
ベ
ヒ
ト
ル
ド
、
ヴ

ェ
ル
ツ
コ
ン

パ
ハ
、
デ
ィ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
ツ
シ
ェ
ン
プ

レ
ン
ナ
ー
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
十
八
名
の

人
夫
と
が
ラ
キ
オ
ッ
ト
ピ
ー
ク
を
高
く
か

ら
ん
で
第
六
キ
ャ
ン
プ
（
六
九
〇
〇
米
）
に

達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ゝ
は
前
回
第

一
も
依
然
奥
雲
は
吹
き
募
る
ば
か
り
、
快
復

一
は
全
く
望
み
得
な
か
つ
た
。
こ
ん
な
状
態

一
の
下
に
幾
日
も
不
完
全
な
テ
ン
ト
に
止
ま

一
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
さ
れ
ば
と
て
、

一頂
上
に
向

つ
て
前
進
す
る
の
は
更
に
愚
畢

一で
あ
つ
た
．
ヴ
ィ
ラ
ン
ド
と
も
相
談
の
結

一果
、
こ
の
第

一
の
試
み
は
こ
れ
で
中
止
、

一第
四
キ
ャ
ン
プ
迄

一
先
づ
降
つ
て
改
め
て

一再
攀
を
期
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

一　
ア
シ
ェ
ン
ブ
レ
ン
ナ
ー
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ

一―
は
先
づ
二
人
の
人
夫
と
共
に
先
獲
し
、

一道
を
つ
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。
出
残
に
常

一つ
て
メ
ル
ク
ル
、
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
パ
ハ
、

一デ
ィ
ー
ラ
ン
ド
は
、
す
で
に
下
降
の
準
備

を
し
て
今
に
も
す
ぐ
後
に
随
ふ
様
に
見
え

た
。
ジ
ル
バ
ー
ザ
ッ
テ
ル
に
出
た
時
は
吹

雲
は
釜
々
猛
成
を
極
め
人
夫
の
ビ
ン
ツ
オ

・
ヌ
ル
プ
と
ニ
マ
・
ド
ル
ジ
と
が
蒻
り
出

し
た
が
パ
サ
ン
は
竹
元
気
で
あ
つ
だ
。　
ニ

マ
・
ド
ル
ジ
け
吹
雪
の
た
め
吹
き
倒
れ
た

が
、
そ
の
時
彼
の
背
負

つ
て
居
た
シ
ュ
ラ

ー
フ
ザ
ツ
ク
は
肩
か
ら
も
ぎ
取
ら
れ
ル
パ

ー
ル
の
ス
ロ
ー
プ

ヘ
風
船
の
や
う
に
飛
び

去
つ
た
。
彼
は
危
く
助
け
ら
れ
た
が
こ
の

と
き
に
は
五
人
に

一
つ
の
シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ

ツ
ク
し
か
残
つ
て
な
い
の
で
、
第
五
か
。第

一四
キ
ャ
ン
プ
ヘ
ど
う
し
て
も
降
ら
ね
ば
な

ら
な
か
つ
た
。
吹
雪
の
た
め
十
米
と
先
は

見
え
な
い
。
先
き
を
急
ぐ
が
い
つ
こ
う
に

捗
ら
な
い
の
で
、
第
七
キ
ャ
ン
プ
の
近
く

で
ア
プ
ザ
イ
レ
ン
し
と
も
か
く
各
自
の
行

動
に
幾
分
で
も
餘
裕
を
典

へ
た
。
こ
の
時

残
の
組
が
ジ
ル
バ
ー
ザ
ッ
テ
ル
を
今
し
も

降
り
て
来
る
の
を
吹
雪
の
あ
ひ
間
に
認
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
第
七
キ
ヤ
ン
プ
の
テ



ン
ト
は
飛
ば
さ
オし
ず
に
残
っ
て
ゐ
た
。
第

六
へ
の
途
中
こ
の
先
嚢
組
の
疲
分
は
日
に

見
え
て
来
て
三
十
米
毎
に
体
ま
ね
ば
な
ら

な
か
つ
た
。
す
ぐ
後
に
績
く
筈
の
人
夫
達

の
姿
は
と
も
す
れ
ば
見
え
な
く
な
る
。
第

六
キ
ャ
ン
プ
は
彗
に
す
つ
か
り
埋
れ
て
ゐ

た
。
ラ
キ
オ
ッ
ト
ピ
ー
ク
を
こ
え
て
第
五

キ
ャ
ン
プ
で
幾
ら
か
の
食
物
を
目
に
し
得

た
の
で
疲
勢
も
や
ヽ
快
復
し
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
と
ア
ッ
シ
ェ
ン
プ
レ
ン
ナ
ー
は
共
午
後

第
四
キ
ャ
ン
プ
に
ベ
ヒ
ト
ル
ド
、
ベ
ル
ナ

ル
ド
、
ミ
ュ
ル
リ
ッ
テ
ル
に
迎

へ
ら
れ
た

が
同
行
の
人
夫
も
残
つ
た
後
組
も
、
誰

も
降
り
て
木
な
い
。
雀
日
レ
フ
を
呼
ん
で

救
援
方
に
つ
い
て
相
談
し
た
が
、
こ
の
吹

雲
の
中
で
は
何
の
手
の
つ
け
や
う
が
な
か

つ
た
。
十

一
時
頃
、
吹
雲
の
切
れ
日
か
ら

一
の
組
が
ジ
ル
バ
ー
ザ
ッ
テ
ル
の
は
る
か

に
上
を
降
り
て
来
る
の
を
こ
ゝ
か
ら
認
め

た
が
、
遭
難
は
目
捷
に
迫
つ
て
居
る
ら
し

く
て
も
何
の
施
す
術
も
な
か
つ
た
。
吹
雲

は
貧
も
つ
ゞ
い
て
、
十
日
の
午
後
に
は
六

七
名
の
組
が
ラ
キ
オ
ッ
ト
を
降
つ
て
来
る

の
を
認
め
た
が
、
そ
の
う
ち
第
四
キ
ャ
ン

プ
に
救
は
れ
た
の
は
、
パ
サ
ン
、
キ
タ
ア

ル
、
キ
ク
リ
、
ダ
ｏ
ノ
ン
デ
ュ
四
人
で
あ

つ
た
。
残
る
一
人
は
第
五
キ
ャ
ン
プ
の
近

く
で
、
二
人
は
ラ
キ
オ
ッ
ト
の
降
り
で
や

ら
れ
て
居
た
。
七
月
十
三
日
に
は
、
い
よ

′
ヽ
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
引
上
げ
る
筈
に
な

つ
た
が
、
恰
度
そ
の
日
第
七
キ
ャ
ン
プ
の

下
の
ス
ロ
ー
プ
に
う
ご
め
く
、
三
つ
の
姿

を
認
め
、
彼
等
の
救
ひ
の
馨
も
吹
雪
を
通

し
て
か
す
か
に
聞
き
と
れ
た
が
、
ど
う
に

も
な
ら
な
か
つ
た
。
十
四
日
に
な
つ
て
人
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夫
の
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン
が
牛
死
牛
上
の
委
で

降
り
て
本
た
。
彼
れ
は
最
後
に
救
は
れ
た

者
で
あ
る
。
彼
の
言
に
よ
れ
ば
、
七
月
九

日
ジ
ル
ベ
ル
ザ
ッ
テ
ル
の
下
の
キ
ャ
ン
プ

を
引
上
げ
た
時
に
は
ガ
イ
ラ
イ
と
ダ
ク
シ

と
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン
は
疲
れ
て
居
た
し
、

一

部
は
雪
盲
に
罹
つ
て
ゐ
た
の
で
そ
こ
に
止

ま
つ
た
。
こ
、
で
十

一
日
夜
ダ
ク
シ
が
死

ん
だ
。
同
じ
一朝
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン
は
、
ガ
イ

ラ
イ
と
共
に
第
七
キ
ャ
ン
プ
に
向
つ
て
降

つ
た
が
、
そ
の
三
十
米
手
前
で
、
雪
に
覆

。は
れ
た
デ
ィ
ー
ラ
ン
ド
の
死
骸
を
残
見
し

た
。
第
七
で
は
メ
ル
ク
ル
と
ヴ
エ
ル
ツ
ェ

ン
パ
ハ
に
會
つ
た
が
、
こ
ゝ
に
一
夜
を
明

し
、
食
物
も
な
い
の
で
出
来
る
丈
け
早
く

降
り
や
う
と
し
た
が
、
メ
ル
ク
ル
達
は
、

救
助
の
来
る
迄
待
つ
や
う
に
主
張
し
た
。

十
三
日
暁
方
に
は
プ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
パ
ハ
が

倒
れ
て
了
つ
た
の
で
彼
の
死
盤
を
テ
ン
ト

に
残
し
て
第
六
キ
ャ
ン
プ
に
向
つ
た
が
、

メ
ル
ク
ル
は
二
本
の
ビ
ッ
ケ
ル
で
漸
く
自

ら
を
支
え
る
程
疲
れ
て
ゐ
た
。
モ
ー
レ
ン

コ
ツ
プ
迄
再
び
登
る
こ
と
は
す
で
に
思
付

か
な
い
の
で
、
そ
の
グ
ラ
ー
ト
の
早
低
部

に
穴
を
穿
つ
て
、
そ
こ
に
寒
い
一
夜
を
明

し
た
。
十
四
日
の
朝
に
な
つ
て
穴
か
ら
は

ひ
出
て
、
救
助
を
呼
ん
だ
が
、
第
四
キ
ャ

ン
プ
に
は
何
ら
人
姿
も
見
え
な
い
の
で
、

メ
ル
ク
ル
に
隆
る
ヾ
う
に
す
ゝ
め
た
。
彼

も
同
意
し
た
が
、
メ
ル
ク
ル
も
ガ
イ
ラ
イ

も
力
な
く
、
穴
か
ら
二
三
米
さ
へ
離
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
か
く
し
て
ア
ン

ツ
ェ
リ
ン
だ
け
第
四
キ
ャ
ン
プ
に
よ
還
し

た
詳
で
あ
る
。

十
六
日
に
な
つ
て
リ
ツ
ヂ
の
上
か
ら
救

ひ
の
呼
非
が
聞
え
な
が
、
人
の
姿
は
見
え

´
な
か
つ
た
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
、
ア
ッ
シ
ェ

ン
プ
レ
ン
ナ
ー
、　
レ
セ
ル
、　
ミ
ツ
シ
ユ
壁〒

の
人
々
に
よ
つ
て
、
十
五
、
十
六
、
十
七

日
と
必
死
の
救
援
が
績
け
ら
れ
た
が
、
腰

を
没
す
る
新
雪
で
は
、
そ
の
努
力
は
第
二

キ
ャ
ン
プ
以
上
に
は
及
び
得
な
か
つ
た
．

か
く
し
て
、
救
援
を
打
切
り
十
八
日

一
行

は
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
撤
牧
し
た
。

遭
難
し
た
二
人
の
メ
ン
パ
ー
は
、
ド
イ

ッ
と
し
て
は
何
れ
も
秀
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー

ス
で
あ
っ
て
、
メ
ル
ク
ル

（
一
九
〇
〇
―

一
九
二
四
）
は
ド
イ
ツ
國
有
鐵
道
の
技
術

検
登
官
で
あ
り
、

一
九
二
九
年

レ
ヒ
ル
、

ベ
ヒ
ト
ル
ド
と
共
に
コ
シ
タ
ン
タ
ウ
の
北

山
稜
を
登
攀
し
、　
一
九
三
二
年
第

一
回
ナ

ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
つ
た

デ
ィ
ー
ラ
ン
ド
（
一
九
〇

一
―

一
九
二
四
）

は
シ
ュ
ナ
イ
デ
ル
と
共
に
デ
ィ
ー
レ
ン
フ

ル
ト
の
カ
ン
チ
ェ
ン
に
参
加
し
た

一
人
で

ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
パ
ハ

（
一
九
〇
〇
―

一
九

二
四
　
は
ド
イ
ツ
の
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

登
攀
の
そ
も
ノ
ヽ
の
計
書
者
で
あ
つ
た
。

遭
難
し
た
六
名
の
ポ
ー
タ
ー
は
何
れ
も

優
秀
な
成
績
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
残
し
た
も
の

ば
か
り
、
ガ
イ
ラ
イ
は

一
九
二
二
年

ニ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
ブ
ル
ウ
ス
の
サ
ー
プ
ア
ン
ト

と
し
て
参
加
し
、
ダ
ク
ン
は
三
二
年

の
エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
に
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
第
四
キ

ヤ
ン
プ
に
活
動
し
、

ニ
マ
・
ド
ル
ジ
は
同

じ
三
二
年
の
エ
デ
エ
レ
ス
ト
に
参
加
し
て

第
六
キ
ャ
ン
プ
迄
に
達
し
た
『
タ
イ
ズ
ア
』

の
一
人
で
あ
つ
た
し
、

ニ
マ
・
タ
ン
は
雨

度

の
カ
ン
チ
エ
ン
に
メ
ス
ボ
ー
イ
と
し
て

参
加
し
そ
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
に
活
燿
し
、

ニ
マ
・
ヌ
ル
プ
は
　

一
九
二
三
年

の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
メ
ス
ボ
ー
イ
と
し
て
第
二
ｏ

四
キ
ャ
ン
プ
に
、
ピ
ン
ツ
オ

・
ノ
ル
プ
は

第
二
回
の
カ
ン
チ
ェ
ン
及
び

一
九
二
三
年

の
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
に
は
第
五
キ
ャ
ン
プ
迄

達
し
た
）
と

い
ふ
何
れ
も
ヒ
ラ
マ
ヤ
の
張

の
者
ば
か
り
で
、
彼
等
は
、
ネ
パ
ー
ル
の

ソ
ラ

ｏ
ホ
ン
ブ
出
の
も
の
で
あ
る
。

Ｘ
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
Ｘ

ド
レ
ク
セ
ル
も
含
ん
で
、
こ
れ
ら
の
十

名
の
犠
牲
者
に
献
ぜ
ら
れ
た
本
書
は
、
上

述
の
如
き
内
容
を
持
つ
た
登
攀
記
で
あ
る

と
同
時
に
、
遭
難
記
で
も
あ
る
。

そ
の
記
逃
は
、
む
し
ろ
簡
潔
に
し
て
要

領
を
得
て
ゐ
る
と
思
は
れ
た
。
こ
の
登
攀

記
は
、
そ
の
完
壁
を
期
し
た
記
述
で
は
な

く
て
、
簡
素
な
日
誌
を
綴
り
合
せ
た
も
の

で
あ
り
、
詳
細
な
報
告
は
他
の
機
會
に
委

ね
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
科
學
的
研

究
報
告
を
摘
録
し
て
、
本
文
六
十
八
頁
を

維
つ
て
ゐ
る
。

こ
の
簡
潔
な
琳
告
の
快
を
補
ふ
べ
き
意

味
で
、
本
書
に
は
八
十
面
の
篤
員
が
挿
入

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
は
ナ
ョ
ン

グ
ラ
ピ
ー
ク
か
ら
の
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

の
篤
員
な
ど
素
晴
ら
し
い
の
が
入
つ
て
ゐ

る
が
、
何
に
は
な
く
も
が
な
の
篤
員
も
か

な
り
に
入
つ
て
あ
る
。
雲
に
埋
れ
た
第
五

キ
ャ
ン
プ
や
疲
れ
切
つ
て
第
四
キ
ャ
ン
プ

に
救
は
れ
た
人
夫
の
姿
、
パ
サ
ン
の
凍
傷

の
手
な
ど
、
こ
の
適
難
の
記
録
と
し
て
は

貴
重
で
あ
ら
う
が
、
護
者
の
日
か
ら
見
て

は
餘
り
よ
い
感
じ
を
典

へ
な
い
。
ド
レ
タ

セ
ル
の
遺
骸
を
ひ
き
下
す
虎
な
ん
か
も
徐

り
よ
い
場
面
で
な
い
遭
難
後
ベ
イ
ス
キ
ャ

ン
プ
に
落
ち
つ
い
た
メ
ム
パ
ー
の
毛
胆
を

露
に
し
た
ニ
コ
ノ
ヽ
姿
と
、
両
手
雨
足
を

凍
傷
に
繊
帯
し
た
意
氣
清
沈
し
た
人
夫
逹

を
上
下
に
轟
照
し
た
窮
員
な
ど
も
ど
ん
な

気
持
で
こ
ん
な
窮
員
を
の
せ
た
か
、
私
に

は
全
く
分
ら
な

い
。

篤
員

の
中
に
目
ざ
は
り
に
な
る
の
は
、

ナ
テ
ス
の
旗
で

あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
入
つ

て
ま
で
も
ナ
テ
ス
の
鼻

い
き
を
う
か
ゞ
は

ね
ば
な
ら
な
い
今
日
の
ド
イ
ツ
の
登
山
家

に
は
む
し
ろ
同
情
さ

へ
さ
れ
て
来
る
。

そ
の
適
難
記
か
ら
我
々
の
教

へ
ら
れ
る

虎
は
、
多
く
あ
る
。
と
も
か
く
こ
の
事
件

は
、
九
名
の
命
を
殆
ん
ど
同
時
に
奪
ひ
去

っ
た
と
い
ふ
粘
に
於
て
、
従
来
ヒ
マ
ラ
ャ

に
そ
の
例
を
見
な
い
膝
事
で
あ
る
。
こ
の

椿
事
を
中
心
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
多
く

の
同
情
が
寄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
同
時
に
、

揃
摩
憶
測
に
よ
る
不
愉
快
な
批
難
も
相
常

に
受
け
て
あ
る
。

今
回
の
道
難
の
原
因
が
何
虎
に
あ
る
か

大

い
に
我
々
の
研
究
を
要
す
る
鮎
で
あ
ら

う
と
思
は
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
彼
等
が
ヒ

マ
ラ
ヤ
そ
の
も
の
に
封
す
る
認
識
が
深
く

な
つ
た
こ
と
に
根
本
の
原
因
が
あ
る
や
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
―
換
言
す
れ
ば
キ
ャ

ン
プ
の
進
め
方
と
そ
の
人
員
配
置
に
常
を

得
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
七
月
六
日
、

メ
ル
ク
ル
以
下
十
六
名
の
人
員
が
第
八
キ

ャ
ン
プ
に
あ
つ
た
時
、
ベ
ヒ
ト
ル
ド
が
下

の
キ
ャ
ン
プ
に
人
夫
と
下
つ
た
外
に
は
ベ

ル
ナ
ル
ド
等
が
第
四
に
残
つ
て
ゐ
た
外
に

は
そ
れ
と
第
八
と
の
間
の
各
キ
ャ
ン
プ
に

は
誰
れ
も
残
留
し
て
居
な

い
。
ア
ド
ヴ
ア

ン
ス
、
パ
ア
テ
イ
は

一
途
登
頂
を
目
ざ
し
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て
上

へ
登
つ
て
了
つ
て
ゝ
そ
し
て
こ
の
間

の
連
絡
が
完
全
に
絶
た
れ
て
居
た
事
は
、

た
と

ヽ
こ
ん
な
天
氣
の
激
憂
が
な
か
つ
た

と
し
て
も
、
全
く
正
常
な
登
り
方
と
は
云

へ
な
い
。
こ
の
鮎
に
於
て
こ
の
エ
タ
ス
ペ

デ
イ
シ
ョ
ン
は
全
く
な
つ
て
な
い
と
云
っ

て
も
よ
い
。
各
キ
ャ
ン
プ
に

一
人
で
も
ニ

人
で
も
残
つ
て
居
た
な
ら
ば
、
こ
ん
な
天

候
の
場
合
で
も
何
等
か
の
方
法
に
よ
つ
て

連
絡
は
つ
け
ら
れ
、
救
助
も
相
常
に
行
は

れ
、
経
つ
て
、

一
人
で
も
犠
牲
を
少
く
し

得
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
失
敗
に
封
す
る
不
計
は
不
評
と
し

て
常
つ
て
は
居
る
け
れ
ど
も
、
と
も
か
く

除
長
と
し
て
メ
ル
ク
ル
が
最
後
ま
で
殿
リ

を
勤
め
つ
ゝ
、
自
ら
そ
の
犠
牲
者
の
一
人

と
な
つ
た
行
鶯
で
、
充
分
打
ち
沿
し
得
る

償
ひ
で
あ
る
と
い
つ
て
い
ヽ
。

絡
り
に
本
著
に
は
次
の
英
詳
が
最
近
刊

行
さ
れ
た
こ
と
を
附
記
し
て
筆
を
欄
く
。
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一
九
二
六
年
度
英
国
ヒ
マ
ラ
ヤ

遠
征
先
壼
際
カ
ル
カ
ツ
タ
着

『
一
九
二
六
年
度
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
登
山
除

の
償
察
除
の
一
員
で
あ
る
テ
イ
ル
マ
ン
氏

（”
Ｆ
■
ｏ
口
。
↓
臓
ヨ
営
）
が
昨
＝
宙
地
着

木
曜
の
便
船
で
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ボ
ン
ベ
イ

に
到
清
の
他
の
除
員
を
待
つ
て
居
る
。

ダ
ー
デ
リ
ン
、
二
月
十
三
日
』

五
月

の
山
歩
き

田

邊

主

計

「
五
月
の
山
歩
き
」
と
言
へ
ば
、
よ
く

乾
い
た
ハ
イ
マ
ツ
の
中
に
身
を
埋
め
て
、

青
空
に
輝
く
、
ま
だ
充
分
各
の
姿
の
遠
近

の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
煙
草
で
も
の
ん
だ

り
、
ま
た
、
つ
い
ウ
ト
，＜
ヽ
と
ね
て
し
ま

つ
た
り
す
る
事
が
考

へ
ら
れ
る
け
れ
ど
も

こ
の
十
二
日
か
ら
始
ま
つ
た
私
の

「
二
月

の
山
歩
き
」
は
風
や
雨
や
又
雲
の
日
が
績

き
時
に
穏
か
に
な
つ
て
日
さ
へ
照
つ
て
来

て
も
、
次
の
日
が
不
安
の
た
め
思
切
つ
て

次
の
コ
ー
ス
ヘ
移
れ
ず
、
又
、
風
雨
の
日

を
迎

へ
る
と
い
ふ
わ
け
で
、
乗
越
（
別
山
）

の
小
屋
に
三
晩
を
す
ご
し
―

そ
の
前
す

で
に
天
狗
手
の
小
屋
で
も
三
泊
―
―
天
幕

も
澤
山
の
コ
ツ
ペ
バ
ン
も
、
し
き
り
に
あ

く
び
を
し
て
ゐ
る
始
末
で
あ
つ
た
。
や
っ

と
来
た
快
晴
ら
し
い
朝
、
そ
の
先
の
豫
定

（
池
不
か
ら
毛
勝
へ
）
を
中
止
し
て
立
山

川
を
バ
ン
パ
シ
マ
ヘ
下
つ
て
、
そ
こ
に
泊

り
、
そ
の
ま
、
帰
る
の
も
残
念
で
あ
る
か

ら
、
各
朝
晴
れ
た
ら
早
月
尾
根
で
も
登
れ

る
だ
け
登
る
つ
も
り
が
、
日
を
醒
ま
す
と

ま
た
雨
が
降
つ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
そ

の
う
ち
迫
々
良
く
な
つ
て
来
そ
う
だ
つ
た

が
、
も
う
遅
く
も
な
り
、
か
う
な
つ
た
上

は
、
少
し
で
も
早
く
切
上
げ
て
婦
り

「
貴

重
」
な
体
暇
を
こ
の
次
に
使
ふ
方
が
良
か

ら
う
と
い
ふ
考

へ
に
な
り
、
十
時
頃
雨
も

止
ん
だ
の
で
出
資
し
た
。
パ
氣
は
釜
々
良

く
な
り
そ
う
で
、
ゾ
ロ
メ
キ
あ
た
り
か
ら

ふ
り
か
へ
つ
て
見
る
と
剣
の
方
は
盛
ん
に

雲
を
吹
上
げ
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
、
伊
析

で
排
雷
を
ひ
ろ
げ
て
ゐ
る
頃
に
は
、
雲

一

つ
な
い
青
空
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
、
常
分

天
候
も
定
ま
る
か
の
や
う
に
思
は
れ
て
来

た
一
し
ば
ら
く
荒
れ
た
あ
と
、
静
か
な
日

が
績
く
の
も
不
思
識
は
な
い
が
、
ど
う
も

天
候
は
私
に
封
し
て
だ
け
特
に
念
入
り
に

邪
見
に
し
た
●
の
パ
や
ヶ
に
思
は
れ
る
の

で
あ
つ
た
。
尤
も
こ
の
邊
で
又
悠
々
と
引

返
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
つ
た
ら
問
題

は
な
い
が
、
豫
定
通
り
出
来
な
か
つ
た
事

は
何
と
い
つ
て
も
心
持
を
軽
く
せ
ず
、
ほ

ん
と
な
ち
ば

『
夏
が
や
つ
て
来
た
。
名
栄

り
を
あ
げ
よ
郭
公
鳥
』
で
も
唱
つ
て
行
く

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
は
馬
鹿
々
々
し
く

長
く
重
い
ス
キ
イ
を
ル
タ
ザ
ク
の
上
に
締

付
け
て
、「
夏
だ
。
夏
だ
ア
い
』
と
言
ひ
な

が
ら
全
く
夏
の
族
の
や
う
に
汗
び
つ
し
よ

り
に
な
つ
て
繹
泉
寺
へ
急
い
で
行
つ
た
。

立
山
川
は
雨
の
後
で
も
あ
り
朝
の
う
ち

雪
が
堅
か
つ
た
の
で
上
の
方
は
ア
イ
ゼ
ン

で
降
り
た
。
こ
の
邊
は
落
石
が
あ
つ
た
。

青
も
立
て
ず
雲
の
上
を
飛
ん
で
来
る
石
に

，ｔ
脂
を
冷
す
も
の
が
あ
る
。
彗
橋
は
未
だ

あ
つ
た
の
で
徒
渉
は
な
く
て
済
ん
だ
。

乗
越
小
屋
を
八
時
に
出
た
け
れ
ど
も
、

下
へ
末
て
、
ま
だ
ひ
る
だ
つ
た
の
で
、
又

白
萩
川
を
上
つ
て
餌
を
見
に
行
つ
た
り
し

た
の
で
バ
ン
パ
シ
マ
の
宿
泊
所
へ
着
い
た

の
は
三
時
で
あ
つ
た
。

芦
‐‥弁
寺
で
は
佐
伯
宗
作
氏
が
な
く
な
つ

て
か
ら
日
も
組
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
村

企
盤
も
未
だ
悲
し
み
に
沈
ん
で
ゐ
る
や
う

に
見
え
た
。
殊
に
年
を
と
つ
な
人
た
ち
に

含
ふ
と

「
宗
作
も
飛
ん
だ
事
に
な
つ
た
」

と
馨
を
落
し
て
言
ふ
の
で
あ
つ
た
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
同
行
し
た
人
も
何
と
な
く

心
地
が
浮
か
な
い
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る

時
が
あ
つ
た
の
も
こ
の
鶯
か
も
し
れ
な
か

つ
た
。
袋
々
は
、
地
獄
谷
で
陥
込
ん
だ
若

い
仲
間
を
助
け
る
鶯
め
に
、
そ
の
雲
の
穴

に
飛
下
り
て
行
つ
た
彼
の
事
を
考

へ
て
獣

々
ど
煙
草
を
の
ん
で
あ
る
時
が
た
び
ノ
ヽ

あ
つ
た
。
そ
れ
で
も
、
彼
の
な
く
な
つ
た

所
を
歩
き
、
そ
れ
ら
の
山
々
を
眺
め
、
ま

た
悲
し
ん
で
ゐ
る
人

々
に
も
會
つ
た
と
い

ふ
事
が
、
遠
く
に
ゐ
た
ま
ゝ
で
は
得
ら
れ

な
い
、
或
る
心
安
さ
を
私
に
興

へ
て
く
れ

る
の
で
あ
つ
た
。

方
々
の
小
屋
な
ど
の
登
山
者
名
薄
を
見

る
と
ま
る
で
毎
貫
の
や
う
に
宗
作
の
名
が

見
え
る
。
彼
と
い
つ
し
よ
に
歩
い
た
人
は

随
分
多
い
。
な
か
に
は
毎
年
い
つ
し
よ
に

歩
い
た
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

ら
の
人
々
の
心
に
宗
作
は
生
き
て
ゐ
る
〓

で
あ
ら
う
。

「
山
日
配
」
會
員
割
引
の
事

會
員
に
し
て
本
年
度
山
口
記
の

購
入
希
望
者
に
封
し
て
は
、
本
會

事
務
所
に
保
管
し
て
あ
る
残
部
に

限
り
前
脱
通
り
三
割
引
と
致
す
事

と
な
り
ま
し
た
．
至
急
事
務
所
に

御
申
越
願
ひ
ま
す

頒
配
賀
金
八
拾
錢
　
途
料
四
餞

備
考
、
現
金
取
扱
の
事
。
途
金

は
申
込
と
同
時
の
事

申
込
部
数

に
制

限
な

し
。
可
成
振
替
貯
金
利

用
せ
ら
れ
度
き
事

山
岳
日
書
展
覧
會
目
録

山
岳
岡
書
展
覧
會
の
鶯
め
に
作
製

し
た
目
録
の
残
部
が
若
干
残

つ
て
居

り
ま
す
。
右
目
微
は

『
山
岳
』
第

一

競
附
録
と
し
て
再
録
さ
れ
る
筈
で
あ

＝
ま
す
け
れ
共
、
別
冊
は
又
そ
れ
と

し
て
保
存
に
値
す
る
と
思
は
れ
ま
す

し
、
又
賓
際
に
使
用
さ
れ
る
の
に
は

或
は
獨
立
の
肝
で
あ
る
方
が
便
利

か
と
も
思
は
れ
ま
す
。
勿
論
展
費
會

の
日
録
で
あ
り
ま
す
か
ら
出
品
の
品

々
に
開
す
る
解
説
で
は
あ
り
ま
す
が

可
成
り
充
分
内
外
重
要
文
献
を
網
羅

し
居
り
、
■
つ
は
何
れ
も
内
容
解
説

残
行
年
、
発
行
所
、
剣
等
夫
々
の
要

目
が
記
録
さ
れ
て
居
ま
す
。
従
つ
て

単
な
る
出
品
物
の
解
説
と
い
ふ
よ
り

も

一
つ
の
山
岳
固
書
解
題
と
し
て
役

立
ち
得
る
も
の
と
考

へ
ま
す
、
依
両

右
の
次
第
廣
告
致
し
ま
す
。

日

録

内

容

解
説
内
容
内
辞

和

　

書

　

　

三
十
三
紺

洋

　

書

　

百
八
十
二
紺

地
　
　
固
　
　
　
三
十
四
紺

窮
直
固
版
　
　
　
　
　
一一　
　
葉

菊
　
　
剣
　
　
二
十
六
頁

ヒ
顎
　
並
製
金
五
十
錢
也
ヽ
途
料
ノ

ヵ
■
　
上
製
金

壼

回
也
〆
四
錢
ヽ

中

込

所
　
本
會
事
務
所
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の
篤
め
に

の

方
、
高

野
、
小
島
と
順
久
、
順
途
り
に
前
者
の
指

名
に
よ
つ
て
立
ち
以
下
辻
村
太
郎
、
辻
、

近
藤
茂
吉
、
別
宮
、
茨
木
、
三
日
、
佐
藤

と
そ
れ
た
で
二

説
あ
り
さ
な
が
ら
「
山
岳
」

の
活
歴
史
を
ひ
も
ど
く
が
如
さ
盛
親
で
あ

つ
た
。
殊
に
、
何
時
も
な
が
ら
の
小
島
さ

ん
の
巧
み
な
話
術
に
よ
る

Ｏ
Ｆ
日
Ｆ
三
●

の
話
や
、
こ
の
種
會
合
等
に
出
席
さ
れ
る

事
の
極
め
て
稀
と
聞
及
ぶ
辻
村
太
郎
氏
が

「
博
物
の
友
」
と
云
ふ
雑
誌
に
山
岳
會
の

廣
告
が
あ
っ
た
の
で
初
め
て
そ
の
存
在
を

知
り
入
含
す
る
に
到
つ
た
と
の
話
、
茨
木

さ
ん
の

「
私
は
本
常
は
非
常
に
若
い
の
だ

が
、
年
寄
と
ば
か
り
つ
き
あ
っ
て
居
た
の

で
こ
ん
な
に
頭
が
は
げ
た
」
誘
等
、
印
象

に
残
つ
た
興
味
あ
る
も
の
で
あ
つ
た
。

車
を
撤
し
て
さ
ら
に
隣
室
に
到
り
、
紫

畑
の
間
に
大
馨
高
肇
涌
き
起
り
十
分
歓
を

窯
し
、
経
っ
た
の
は
十
時
過
で
あ
つ
た
ｏ

こ
の
三
十
週
年
に
あ
た
り
、
か
く
も
盛

大
な
山
岳
會
の
成
容
を
見
、
今
さ
ら
な
が

ら
力
張
く
感
ず
る
と
共
に
来
る
可
き
四
十

週
年
、
五
十
週
年
に
は
、
こ
の
力
を
土
墓

と
し
て
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
、
世
界
山
岳

會
に
何
等
か
意
義
あ
る
貢
献
を
な
し
得
ベ

き
事
を
思
つ
た
の
は
筆
若
の
み
で
あ
つ
た

ら
う
か
。
絡
り
に
、
こ
の
盛
會
に
横
、
藤

島
雨
群
が
出
席
出
来
な
か
つ
た
事
を
深
く

遺
憾
と
す
る
。

出
　
席
　
者

高
頭
仁
兵
衛

田
同
　
一
郎

松
方
　
二
郎

茨
木
猪
之
吉

行
方
　
沼
東

黒
田
　
孝
雄

小
島
　
久
太

大
熊
　
保
夫

高
野
　
鷹
蔵

磯
野
　
計
蔵

別
宮
　
貞
俊

辻
　

荘
　
一
・

岩
永
　
信
雄

扁
円
嘉
四
郎

高
水
菊
二
郎

近
藤
　
茂
吉

本
多
　
友
司

八
木
橋
豊
吉

森
田
　
勝
彦

村
田
敷
之
売

木
村
　
一
男

伊
藤
直
二
郎

廣

瀬
　

潔

田
村
　
正
男

石
澤
　
五
男

岡
本
　
信
三

村
瀬
　
久
保

飯
頻
篤
之
助

辻
村
　
太
郎

井
崎
京
二
郎

岡
埜
徳
之
助

島

田
　

巽

田
中
　
菅
雄

三
田
　
幸
大

谷
口
　
現
吉

小
森
宮
章
正

逸
見
　
員
雄

山
時
　
和

一　
早
川
　
義
郎

石
塚
秀
次
郎

紳

谷
　

恭

三

浦
　
新

佐
藤
　
文
二

田
邊
　
主
計

木
村
　
錨
吉

吉
川
　
竹
志

以
上
四
十
六
名

第
六
十
七
日
小
集
會

昭
和
十
年
六
月
六
日
　
於
三
會
堂

一
、
積
雲
期
の
後
立
山
　
湯
満
　
巖
氏

一
、
積
雲
期
の
叙
岳
　
　
須
賀
幹
夫
氏

第
六
十
七
回
小
集
合
は
、
ウ
エ
ス
ト
ン

時
代
や
山
岳
美
論
の
後
を
受
け
て
、
久
し

振
り
に
若
い
現
役
の
こ
君
に
御
願

ひ
し

た
。
立
教
大
學
山
岳
部
に
現
在
居
ら
れ
る

湯
満
、
須
賀
雨
薄
は
、
夫
々
の
山
に
就

い

て
翌
か
な
組
瞼
を
も
と
に
、
後
立
山
に
は

・ｌ．
年
間
を
、
剣
岳
に
は
五
年
間
を
集
中
し

た
同
部
あ
牧
獲
を
中
心
と
し
て
、
絶
括
的

に
説
明
せ
ら
れ
、
更
ら
に
前
者
は
特
に
鹿

島
鈴
に
於
て
、
後
若
は
特
に
そ
の
西
面
に

於
て
講
演
は
念
々
核
心
に
入
っ
た
。
雨
連

峰
と
も
ま
た
、
く
間
に
餘
す
所
な
く
登
り

つ
く
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
感
が
あ
る
が
、
街

今
後
に
何
物
か
の
問
題
が
現
在
残
さ
れ
て

ゐ
る
と
し
た
な
ら
ば
お
そ
ら
く
こ
の
両
方

面
に
於
て
で
あ
ら
う
と
信
ず
る
。
二
粛
の

講
演
は
合
せ
て
約
二
時
間
餘
、
そ
れ
よ
り

直
ち
に
幻
燈
を
映
篤
、
三
十
八
葉
の
選
リ

す
ぐ
つ
た
逸
品
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
眺

め
ら
れ
た
山
の
姿
や
更
に
興
味
あ
る
種
々

な
場
面
を

一
同
の
前
に
再
現
し
た
。

本
日
集
る
者
九
十
六
名
、
共
の
大
部
分

が
員
黒
に
雲
焼
け
し
た
現
役
學
上
の
諸
氏

で
あ
っ
た
こ
と
は
一
段
の
活
氣
を
添
へ
司

含
者

一
同
の
何
よ
り
の
喜
び
と
す
る
所
で

あ
る
。
街
常
日
は
雨
君
の
講
演
を
中
心
に

問
題
を
提

へ
て
研
究
す
る
豫
定
で
あ
つ
た

が
、
時
間
が
遅
れ
て
ま
た
の
機
に
譲
ら
ね

ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
つ

た
。
今
後
の
小
集
會
も
講
演
を
聞
い
て
婦

る
に
止
ら
ず
、
含
場
に
於
て
参
會
者

一
同

で
討
論
、
研
究
の
交
換
が
な
し
得
た
な
ら

ば

一
暦
有
意
義
と
な
ら
う
。

出
　
　
席
　
　
者

高
頭
仁
兵
衛

佐
々
木
茂
索

酒
井
　
忠

一

相
茂
登
恒
次

宇
＝
川
久
太
郎

田
代
豊
輌

原
田
　
恭
雄

齋
藤
成
三
男

山
口
　
清
秀

飛
川
　
維
之

満
原
　
重
維

小
林
　
義
正

小
林
太
刀
夫

鍋
倉
　
英
大

吉
田
　
竹
志

＝
邊
　
主
計

小
武
海
輝
彦

山
下
助
四
郎

野
口
　
未
延
　
三

浦
　
新

紳

谷
　

恭

矢
作
　
太
郎

丹

貌
　

恵

開
根
　
太
郎

長
澤
　
佳
熊

湯

満
　
巌

多
賀
　
富
蔵

岡
本
　
勝
二

山
田
幸
太
郎

橋
本
晋
七
郎

大
野
　
俊
夫

岡
田
友
久
郎

堀
＝
　
爾

一　
関
壼
研
二
郎

田
口
　
一
郎

鈴
木
　
正
俊

井
上
　
皓
司

東
　
良

三

櫻
井
　
信
雄

吉
澤
　
一
郎

松
方
　
二
郎

三
田
　
幸
夫

含
員
外
四
十
二
名

飯
豪
篤
之
助

泉
　
員

善

大
熊
　
保
夫

逸
見
　
直
雄

伊
藤
　
一
郎

磯
貝
藤
太
郎

八
木
橋
豊
吉

安
田
　
正
介

黒
田
　
孝
雄

額

＝
　

敏

西
川
　
信
義

環
本
　
繁
松

ペ
デ
ス
ツ
リ
ヤ
ン
六
月
銃

脇

西
徒
歩
會

同

　

　

横

演

山

岳

會

同
　
　
七
七
銀
行
山
の
會

同
　
　
東
京
山
彦
山
岳
會

同

　

開

東

岳

愛

會

同
　
　
東
京
山
族
ク
ラ
ブ

同
　
　
東
京
銀
行
ク
ラ
ブ

同
　
　
開
東
旅
行
ク
ラ
ブ

東
京
カ
ル
カ
ウ
會
報

縫
健
含
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
グ
ル

か
ゞ
り
び
山
岳
含
報

東
京
登
歩
漢
洗
會
報

日
本
登
高
含
報

明
峰
山
岳
會
報

が
く
れ
い
含
報

山
人
會
報

京
都
山
岳
會
報

廣
島
山
岳
會
報

裏
溝
山
岳
彙
報

Ｔ
Ｍ
Ｃ
山
岳
含
報

名
古
屋
山
岳
會
報

法
政
大
學
工
業
學
校
山
岳
部
報

岡
山
々
岳
會
報

購

入

固

書

高
木
利
大
編
家
残
日
本
地
誌
日
録
、
正
績

高
橋
白
山
著
　
山
山
文
集
　
全
五
咎

”
ｏ
Ｆ
・
〇
・
Ｈ【く
】”
”
‥↓
Ｆ
Φ
”
Ｏ
】日
”
“
０
０

０
ｈ
ツ
〔〇
匡
口
””
一口
①
ω『】・
”
　
】
Φ
”
ｕ

”

”
①Ｏ
】洋
〇【，
‐
∪
”匡
お
ｏ，
０
”
】日

泉
ゲ
嶽

黒
木
立

獨
立
樹

旅
行

族
路

三 三 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 六｀                                 月
五                     枕

み
な
か
み
會
報

魚
市
場
山
岳
會
報

尾
ゼ
の
會
報

タ
ン
ネ
山
岳
會
報

三
井
山
岳
會
報

五
、
六
月
競

五
月
槻

五
、
六
月
競

五
月
琥

司

六
月
定
例
理
事
會

六
月
十
三
日
午
後
六
時
牛
會
事
務
所
に

て
出
席
、
高
頭
、
小
島
、
種
、
松
方
、
額

日
、
森
田
、
逸
見
、
樫
井
、
日
日
、
黒
田

一
、
開
西
在
住
理
事
提
案
紹
過
報
告

一
、
會
員
省
像
募
集
ノ
件

一
、
山
日
記
壼
行
報
告

一
、
山
岳
第

一
競
編
韓
報
告

一
、
研
究
懇
談
會
開
催
報
告

五
月
二
十
日
高
橋
理
事
上
京
を
期
と
ｌ

白
頭
山
登
攀
に
つ
き
こ
の
種
の
會
合
を

開
催
せ
り
、
今
後
引
績
き
催
す
こ
と
。

一
、
今
三
十
週
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
遭
難
防
止
並
に
救
援
組
織
の
研
究
を

な
す

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

新

着

固

書

佐
伯
宗
作
遭
難
の
員
相
　
中

村
　
知

一

防
災
科
學

水
災
と
雲
災

岩

波

書

店

登
山
と
ス
キ
ー
六
月
競

篤
員
月
報
　
　
同

山
　
　
　
　
　
同

ケ
ル
ン
　
　
　
同

山
小
屋
　
　
　
同

地
學
雑
誌
二
月
―
五
月
琥

東
京
地
學
協
會

山
族
　
　
　
　
二
月
披
　
八
王
子
山
岳
會

し
ら
か
ん
ば
　
四
月
槻
　
都
島
山

の
會

せ
ふ
り
　

　

五
月
槻

嗣
岡
山

の
會

管
見
録

　

　

同

　

　

大
阪
管

見
識

山
栞

　
　
　
同

　

　

峡
序Ⅷ
倶
．新

部

山
幸
　
　
　
同
　
　
　
阪
神

山
岳
會

ア
ル
カ
ウ
趣
味
同
　
　
日
本
ア
ル
カ
ウ
會

氏樹
の氷

轟民
報 内
告藤
及 "山ヾ′Fラ

撻崚

高

lコ

岳

蔀

同 朋 梓 小 黎

西

文 書 六 明

本

堂 房 店 祗
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早 竹 駄 杉 河

瀬 波 口 津 野

脱 脱 競 披 琥 競

鉢 長 伏 東 五 柿

伏   岩 百

山 澤 木 瀬 石 崎

小
千
谷
近
傍
　
四

同
　
　
　
　
　
十

．

高

田

近

傍

二

宙

山

近

傍

五

同
　
　
　
　
　
六

同
　
　
　
　
　
十

同
　
　
　
　
　
十
一

松

本

近

傍

三

致

賀

近

傍

四

同
　
　
　
　
　
五

同

　

　

　

　

六

同

　

　

　

　

八

同
　
　
　
　
　
九

同
　
　
　
　
　
十

琥

一逢

　

不

一
面

一
枕

塚

野

山

一
面

柳

ケ

瀬

陸
地
測
量
部
出
版
地
固
目
鋪

二
萬
五
十
分

一
地
形
固
　
修
正

画 面 画 面 画 面 面 画 面 面 画 面

一Ｚ
田

だ
ヽ

「
”
『
げ
盟
一

Ｈ
ｏ
”
ｕ

會
員
寄
贈
日
書

り
絆
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【
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１
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Ｆ
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目
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Ｑ
ｏ

】“

絆
ｒ
ｏ

て
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【
∽

Ｈ
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０
い
け
〇

一
０
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０

＞
・
く
。
Ｈ
Ｆ
〓
Ｒ
∵
Ｏ
ｏ
Ｑ
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Ｆ
”
く
ｏ
口

Ｑ
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【
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０
■

．口
ｒ
Ｏ
【”

Ｃ
ｅ

Ｑ
・

Ｚ
．Ｃ

Ｎ
の
目

Ｑ
の
【

∽
Ｏ
Ｆ
【
口
①
【Ｎ
ｏ
【
”
ｏ
Ｏ

，
０
●
　
ゝ
に
ｏ
①
●
　
一ω
Ｏ
『
ロ

、
「
Ｎ
　
　
　
　
　
以
上
高
橋
健
治
氏

『
Ｏ
Ｆ
●

”

Ｃ
の
Ｆ
Ｆ

一‥
↓

，
①

↓

ヨ

ｏ

”

ｏ
ヽ
ロ
ー

Ｏ
Ｏ
Ｑ
り

”
口
０
　
・０
け

，
０
『
　
Ｏ
Ｆ
”
Ｕ
け
ｏ
『
∽
　
”
口
０

「
）”

ψ
∽
”
ＯＱ
Ｏ
〕

Ｏ
口

』
】
』
①

”
“
Ｑ
　
”
【
Ｆ

（
一国
く
の
『
く
口
】
”
“
∽

【
】
σ
『
”
『
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美津濃 ピ ツケルは鋼材に封 して撰定を行ふと共に製作工程に於

ては几て化學的理論に準擦 して是に品質としての最高債値を奥ヘ

使用上最大性能 を保持する鶯めには力學的基礎に立脚 して是が完

成を期 して居 ります。

特に熱虎理に就いては他の追随を許 さない獨自の技術 を誇つて

居ります、ニ ツケルクローム鋼 ビ ツケル、アイゼンに就いては十

三分に自信を有するのです。

こ ツケルタローム鋼  ピ ツケル   ¥13。 00

普 通 鋼 同  ¥10eCO
ニ ツケルクローム釦l アイゼン   ■410o00
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登  山  靴
科學的な研究と熟練せる技術 との結晶品です、

靴は登山の快不快を左右致すものてす。

絶燈に信頼し得る美津濃製靴の

御使用を御奨め致 します。
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